
井
誉
、
岡
村
安
男
、
渡
辺
久
義
、
丸

田
敬
助
、
二
宮
治
源
・
酒
井
芳
綱
、
窪

幸
男
、
村
上
光
義
、
山
田
高
士
山
、
丸
田

亙
登
美
、
窪
利
則
、
岩
井
熊
男
、
上

満
武
友
、
東
武
利
、
兵
頭
良
純
、
小

西
定
樹
、
藤
岡
拓
、

鎌
田
彦
市
、
後
藤
清
夏

垣
内
筆
男
門
町
長
表
彰
〕

城
ケ
滝
三
樹
雄
、
奥

田
良
馬
、
東
士
口
成
、

大
谷
信
行
、
小
川
喜
男

竹
内
作
市
、
金
井
町
丸

山
石
田
貞
男
、
山
本
年
行

沢
井
兼
雄
、
民
多
恒
弘

小
西
仲
て
塚
'
木
弘
基

浜
川
大
郎
、
徳
氷
秀
光

谷
清
正
、
昭
村
賢
竪

矢
野
同
校
之
助
、
久
押
い
3

ム

夫
、
岡
崎
貞
男
、
高
石

一
吉
門
町
長
表
彰
(
民

間
協
力
者
)
〕

浜
宮
子
供
会
(
倒
生
)

門
大
州
答
察
署
長

河町乙杭 ヤア日，_，. 吋戸ーやれ--..._帯主寓守冒宮す市開忠商τ容す胃甲Wt"'7'"夜明7胃京烹考W 脊百戸喫障再開慰宛ずてお宅荷電巧罰胃ザ賢司
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昭
和
四
十
一
年
長
浜
町
消
防
団
出
初

式
が
、
二
月
二
十
一
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
、
長
浜
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

団
員
四
白
人
が
出
動
し
て
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
永
年
精
励
か

っ
き
ん
さ
れ
た
つ

F
の

京

、

団

員

の

模

範

と

る

~
J一
し
て
、
晴
れ
の
表
彰
を

F
h

、

一

受

け

ま

し

た

。

恥

中

仁

一

門

白

木

消

防

協

会

件

t
w

k
一

表

彰

凶

」

よ

一

久

保

勝

輔

言

明

バ

一

長
)

J

イ』

h

d

一
門
愛
媛
県
知
事
表
彰
M

E

工

一
山
本
喜
三
郎
、
門
田

R
ト
uh

盤

計

雄

、

鎌

田

痔

郷

町

↑

一
門
愛
媛
県
消
防
協

v
A
f
J

菟

一

会

長

表

彰

凶

作

b
u
u

幸

一

三

井

徳

行

、

鎌

田

賢

荷

一
一
、
沢
井
福
督
、
津
田

3
J
2

喜
べ
一
龍
雄
、
清
水
棟
、
本
田

腫

一

、

和

年

F
臼
高
崎
町
、
塚
井
己
年
男

3

|

西
村
利
秋
、
松
本
年
久

E
4

坂
田
平
六
、
窪
獄
、

域
本
立
回
目
白

門
郡
連
合
会
長
表
彰
凶

鶴
崎
敏
行
、
渡
壁
新
八
、
渡
壁
次
保

浅
井
守
、
奥
野
彰
一
門
田
陽
悦
、
上

田
喜
義
、
山
下
宏
、
竹
内
洋
治
郎
、
浜

斤)

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

2月の人口動態
男 7.72 2 
女 84 5 5 
計 16 1 7 7 
世帯数 3.9 8 2 
(末日現社)

出生 10 死亡 20 
纏姻 9 離婚 l 

好
評
の

パ
パ
と
マ
マ
の
ダ
ン
ス

長
浜
町
商
工
団
体
双
葉
会
で
は
、
先

般
、
体
育
館
で
、
パ
パ
と
7

7

の
、
ダ

シ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
関
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
相
互
親
ぼ
〈
の
場
と

し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
ダ
ン
ス
愛
好
家
か
ら

犬
変
好
評
で
、
今
後
も
、
た
び
た
び
計

画
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
た
く
さ
ん

で
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
員
券
に
よ
る
益
金
三
千
七

百
円
は
、
双
葉
会
代
表
者
か
ら
、
愛
媛

ま
ご
こ
ろ
銀
行
長
浜
支
庖
(
長
浜
町
社

会
福
祉
協
議
会
)
に
預
金
せ
ら
れ
ま
し

た。

2
月
の

町

政

日

吾::1::
a，c.'、

四二一
日日日

統
合
中
堂
一
校
特
別
委
員
会

同
和
対
策
協
議
会

町
長
上
京
(
県
道
海
岸
線
大

改
修
、
鉄
道
無
人
駅
の
設
置

大
そ
う
じ
の

ブ

一フ

ニノ

四
月
は
、
清
掃
の
月
で
A
1
0

大
そ
う
じ
は
、
殺
然
と
や
ら
ず
に
、
一

つ
の
目
標
を
た
て
て
や
り
ま
し
ょ

5
。

屋
根
の
修
理
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

蚊
、
は
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
D
害
虫
駆

除
の
手
配
は
で
き
て
い
ま
す
か
?

た
た
み
、
た
ん
す
、
戸
だ
な
、
本
だ
な

な
ど
、
動
か
す
順
序
な
ど
を
き
め
て
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

大
庭
除
ゃ
、
害
虫
の
駆
除
は
、
各
区

で
日
を
決
め
て
、
い
っ
せ
い
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
環
境

を
よ
り
衛
生
的
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

ト

4
λ
ノ。

十
一
日

+
五
日

一
一
一
日

こ
二
日

=一一一臼

二
四
日

=
八
日

十九七六
日日日日

統
合
中
学
校
建
設
資
金
、
昭

和
れ
年
度
漁
業
棒
造
改
善
事

業
な
ど
関
係
各
省
に
要
望
の

た
め
)

母
子
家
庭
児
童
政
励
会

町
会
計
欧
査

町
長
帰
庁

中
学
校
統
合
委
員
会
、
消
防

分
団
長
会
、
事
業
税
申
告
指

導郵
政
省
融
資
事
業
検
査

青
島
航
路
特
別
会
計
検
査

消
防
団
出
初
式

長
浜
港
湾
改
修
事
業
視
察
(

運
輸
省
係
官
¥
朝
日
Y

4
ぴ

須
沢
簡
易
上
水
道
竣
工
検
査

れ
-
字
奉
仕
団
結
成

平
尻
農
道
お
よ
び
か
ぎ
浦
農

道
入
札
、
漁
港
調
査
(
水
産

庁
係
官
)

建
設
委
員
会

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
に

亀

田

四

郎

氏

法
務
大
臣
か
ら
選
任
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
亀
田
四
郎
氏

は
、
去
る
一
月
十
四
日
で
任
期
が
満
了

に
な
り
ま
し
た
が
、
再
任
推
せ
ん
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で

再
び
、
亀
田
四
郎
氏
を
推
せ
ん
す
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

るくwつ
く

人

感
謝
状
〕

白
滝
分
団
長
浜
分
団
汗
六
部

宮
崎
栄
一
(
櫛
生
沢
井
謙
二
(
グ
)

宮
崎
勝
(
グ
)
沢
井
慶
信
(
こ

おも

wつs心
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麗

講

病

気

に

な

る

の

は

ニ
つ
の
場
合
が
あ
る

私
た
ち
の
健
康
は
、
い
く
ら
自
分
が

気
を
つ
け
て
い
て
も
、
外
敵
に
よ
っ
て

お
か
さ
れ
る
病
気
と
、
自
分
の
心
得
が

わ
る
い
た
め
に
自
分
か
ら
、
病
気
を
招

く
と
い
う
二
つ
の
点
が
あ
る
。

弱
い
人
と
健
康
な

人
と
は
こ
こ
で

一

区

別

が

つ

く

一
弱
い
人
と
、
健
康
な
人
は
、
ど
こ
が

一
道
う
か
と
い
テ
と
、
何
ん
で
も
な
い
こ

一
と
で
区
別
が
つ
く
。

一
そ
れ
は
、
両
者
の
血
液
を
試
験
管
に

て
お
く
と
・
下
が
か
た
ま
っ
て

τ
h色
い
血
清
が
た
ま
っ
て
く
る
。

仏
血
清
の
中
の
カ
ル
ジ
ュ

i
ム
、
つ

b
一
ま
り
、
血
清
カ
ル

ν
ュ
l
ム
を
は
か
つ

五
一
て
、
多
い
人
は
、
丈
夫
で
あ
る
。
弱
い

カ
一
人
は
、
こ
れ
が
少
い
。

一
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
中
に

E
T
!
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
、
カ
ル

ν
ユ
|
ム
を

ァ
一
含
ん
で
い
る
場
合
が
最
高
の
健
康
の
人

一
で
あ
る
。

翠
疲
労
す
れ
ば
す
る
程
、
と
の
山
清
カ

i
cュ
l
ム
は
少
く
な
る
。

Z
L
一
血
清
カ
ル

ν
ユ
|
ム
の
多
い
人
は

一
伝
染
病
に
対
す
る
低
抗
力
が
強
い
。

j
一
つ
ま
り
、
蚊
に
き
さ
れ
て
も
、
日
本

}
脳
炎
に
か
か
り
に
く
い
し
、
冬
に
な
っ

い
ま
ま
で
の
日
本
の
主
婦
の
ぜ
ら
し

「サ

ν
ス
セ
ソ
の
く
ら
し
」
だ
っ

h

た
'
わ
れ
て
い
ま
す
。

「サ

ν
ス
セ
ソ
の
く
ら
し
」
と

4

ど
5
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

同一
l
サ
は
裁
一
世
の
サ
、
ジ
は
仕
事
の

ν

何

ス

は

炊

事

の

ス

、

セ

は

洗
潔
の
セ
、
ソ
は
掃
除

の
ソ
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
5
し
て
な
ら
べ
て
み

る
と
、
な
ん
と
主
婦
の

仕
事
は
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
ο

明るい町①

昭和41倍3月初日

こ
の
た
め
主
婦
は
、

サ
ジ
ス
セ
リ
ノ
で
手
一
杯

カ
キ
ク
ケ
コ
ま
で
は
手

か
ま
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
3

コ
一
く
ら
し
を
ー
し
あ
わ
せ
に
す
る
遁
の

仁
一
鼓
短
距
離
は
、
政
治
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
二
{
日
尊
徳
が
考
え
た
勉

強
の
方
法
に
「
い
も
こ
ち
会
」
と
い
う

日煙

(1) 

て
も
、
流
行
性
感
冒
に
か
か
り
に
く
い

と
い
う
と
と
に
な
る
o

力
ル
シ
ユ

l
ム
を

多

く

と

れ

そ
こ
で
、
こ
の

zm清
カ
ル

V
ユ
1
ム

を
多
く
と
る
の
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
た
べ
た
ら

た
べ
た
だ
け
、
血
液
の
中
に
入
っ
て
き

て
、
わ
れ
わ
れ
の
健
康
を
守
っ
て
く
れ

る
そ
ん
な
カ
ル
シ
ユ
1

ム
は
、
ど
う
い

う
食
物
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
、
卵
と
牛
乳
で
あ
る
。

ま
た
、
粉
末
ミ
ル
ク
二
十
六
グ
ラ
ム

を
、
百
八
十
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に

溶
か
し
て
飲
む
の
も
よ
い
。

牛
乳
か
、
牛
乳
か
ら
製
造
し
た
粉
ミ

ル
ク
か
ら
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

カ
ル
ジ
ュ

l
ム
を
、
わ
れ
わ
れ
の
依
の

中
に
入
れ
る
の
が
、
一
番
、
血
清
カ
ル

ジ
ュ

l
ム
を
多
く
す
る
近
道
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

1
ル
ク
ば
か
り
飲
ん
だ

ら
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
カ
ル
ジ
ユ
|
ム
は
、
油
と
一
絡

に
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

油
の
お
か
ず
と
、
い
つ
も
一
緒
に
山
悼

の
中
へ
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青

野

菜

も

多

く

た

ベ

ょ

っ
ぎ
、
カ
ル
ジ
ュ
1

ム
を
体
内
に
保

存
す
る
た
め
に
は
、
ビ
タ
E
Y
K
が
必

の
が
、
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
方
法
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
で

話
し
あ
っ
て
「
そ
れ
は
い
い
だ
ろ
う
」

↑
ー
と
れ
は
間
違
い
だ
」
、
「
も
う
少
し

専
門
家
に
聞
い
て
み
な
け
れ
ば
、
本
当

の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
み
ん
な
が
、
八
百

屋
の
い
も
を
洗
う
よ
う
に
、
ご
じ
ゃ
ご

じ
ゃ
話
し
あ
っ
て
勉
強
す
る
会
だ
そ
う

で
す
。い
も
を
洗
う
よ
う
に
ご
じ
ゃ
ご
じ
や

す
る
か
ら
「
い
も
こ
ぢ
会
」
と
い
う
の
だ

そ
う
で
す
が
、
こ
の
一
i

い
も
こ
ぢ
会
」

の
方
法
が
、
最
近
の
も
っ
と
も
優
れ
た

勉
強
、
話
し
あ
い
の
方
法
で
す
、
と
い

っ
た
ら
詑
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
事
実
で
す
。

み
な
さ
ん
、
よ
い
こ
と
は
よ
い
こ
と
で

す
か
ら
、
北
自
の
話
で
も
‘
よ
い
も
の
は

続
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

要
で
あ
る
。

こ
の
ど
タ
ミ

γ
K
は
、
キ
ヤ
ペ
ツ
の

中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

青
い
野
菜
の
中
に
は
、
す
べ
て
ピ
タ

ジ
K
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
、
胃
の
中
へ
入
っ

て
、
き
た
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
油
い
た
め
し

て
、
こ
れ
を
た
べ
た
ら
、
一
っ
ぺ
ん
で

解
決
が
つ
く
。(
医
師
@
多
羅
尾
雅
治
)

さ
あ
新
学
期

今
咲
い
て
い
る
花
よ
り
も

美
し
い
花
が
あ
る
だ
ろ
う
か

今
吹
い
て
い
る
風
よ
り
も

き
わ
や
か
な
風
が
あ
る
だ
ろ
う
か

熱
心
に
学
ぶ
こ
と
の
一
つ
一
つ

楽
し
く
あ
そ
ぶ
こ
と
の
一
つ
一
つ

そ
の
中
か
ら

学
期

君
た
ち
の
未
来
が
開
け
る

新
し
い
喜
び
ゃ
悲
し
み
と
一
緒
に

世
界
は
君
た
ち
の
も
の
に
な
る

今
咲
い
て
い
る
花
よ
り
も

今
吹
い
て
い
る
風
よ
り
も

君
た
ち
は
清
く
快
活
で
あ
れ

未
来
は
君
た
ち
の
世
界
だ
か
ら

(
あ
ら
し
十
八
ロ
す
か
ら
)

。
四
月
は
、
新
し
い
希
望
が
わ
き
あ
さ
い
。

が

る

月

で

ナ

。

〈

〉

こ

の

間

の

こ

と

で

す

。

か
わ
い
ら
し
い
新
入
学
の
一
年
生
町
内
の
あ
る
老
翁
か
ら
、
「
有
線
の
交

新
し
い
制
服
制
帽
を
つ
け
た
、
中
、
高
換
手
は
、
何
人
が
受
持
っ
て
い
る
の
で

大
生
。
そ
し
て
、
は
ち
き
れ
そ
う
な
就
ず
か
?
一

一
職
組
の
若
者
た
ち
の
背
広
姿
な
ど
。
と
い
ち
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

一
・
・
み
ん
な
、
希
望
に
あ
ふ
れ
で
い
る
「
長
浜
の
場
合
、
ひ
と
り
で
、
約
五
白

一

月

で

す

。

台

分

を

受

持

っ

て

い

ま

す

」

と

答

え

ま

一
O

春
は
、
食
申
毒
の
多
い
季
節
で
す
し
た
。

一
四
月
の
平
均
気
混
は
、
十
三
度
か
ら
十
す
る
と
、
「
そ
ん
な
に
多
く
受
持
つ

一
一
五
度
で
、
細
菌
鎖
の
繁
殖
に
は
も
っ
て
て
お
ら
れ
る
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